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栄
養
の
問
題
は
、
過
剰
栄

養
に
よ
る
生
活
習
慣
病
や
、

低
栄
養
か
ら
く
る
高
齢
者
の

フ
レ
イ
ル
、
ま
た
若
い
女
性

の
や
せ
な
ど
「
過
剰
栄
養
」

と「
低
栄
養
」が
混
在
し
個
々

に
異
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分

の
栄
養
状
態
に
つ
い
て
は
、

ご
家
庭
で
の
体
重
測
定
や
特

定
健
康
診
査
な
ど
を
参
考
に

食

育

一

口

メ

モ

８

月

４

日

は
、

栄

養

の

日

で

す

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
日
常
の
食
事
の
目

安
に
つ
い
て
は
、
食
事
バ

ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
H Phttp://

w
w

w
.m

a
ff.g

o
.jp

/j/

b
a
la

n
c
e
_
g
u
id

e
/b

_

siza
i/k

a
ise

tu
yo

.h
tm

l

な
ど
を
活
用
す
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

※�

治
療
中
の
方
は
、
主
治

医
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ

さ
い
。

フ�

レ
イ
ル
と
は
…
加
齢
に
伴

い
心
身
が
虚
弱
し
、
疲
れ

や
す
い
、
身
体
活
動
量
の

低
下
な
ど
が
生
じ
る
な

ど
、
健
康
と
要
介
護
の
間

の
状
態
を
言
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
セ
ン

タ
ー
☎
23
・
２
１
９
１

　
日
本
で
は
、
２
人
に
１
人
が

が
ん
に
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
聞

く
と
、「
自
分
も
が
ん
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
」、「
が
ん
に

な
っ
た
ら
今
ま
で
の
生
活
が
送

れ
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
」

な
ど
と
不
安
な
気
持
ち
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

現
在
は
検
査
法
や
治
療
法
が
進

み
、
早
期
発
見
し
、
早
期
に
治

療
す
れ
ば
、
が
ん
は
治
せ
る
病

気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
健
診
や
が
ん

検
診
を
定
期
的
に
受
け
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
ど
の
よ
う
な
が

ん
検
診
が
あ
る
の
か
、
が
ん
と

診
断
さ
れ
た
場
合
ど
ん
な
医
療

機
関
を
受
診
す
れ
ば
よ
い
の
か

を
中
心
に
お
話
し
し
ま
す
。

市
立
総
合
病
院
　
お
う
め
健
康
塾

が
ん
検
診
を
ご
存
じ
で
す
か

～
が
ん
は
、
早
く
見
つ
け
て
治
療
を
す
れ
ば
、

怖
く
な
い
病
気
で
す
～

日�

時
　
９
月
８
日
（
土
）　
午

後
２
時
～
３
時
30
分

会
場
　
総
合
病
院
講
堂
（
南
棟

３
階
）

講
師
　
緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師
　

明
石
靖
子
氏

そ
の
他
　
次
回
開
催
（
10
月
）

は
、「
生
活
習
慣
と
生
理
検

査
（
心
電
図
、
超
音
波
検
査

な
ど
）
に
つ
い
て
」（
予
定
）

で
す
。

費
用
無
料
　
　
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ
　
総
合
病
院
管
理

課
庶
務
係
☎
22
・
３
１
９
１

　
迅
速
な
救
命
処
置
が
、
あ
な

た
の
家
族
や
多
く
の
方
の
命
を

救
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
救
命

処
置
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
法
に
つ
い

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
９
月
７
日
（
金
）　
午

後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場
　
健
康
セ
ン
タ
ー
３
階

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者

指
導
　（
公
財
）
東
京
防
災
救

急
協
会
職
員
　
ほ
か

定
員
　
先
着
30
人
（
予
約
制
）

費
用
　
１
千
400
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

※
当
日
集
金

普

通

救

命

講

習

会

救
命
処
置
と
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
操
作
法

服
装
・
持
ち
物
　
動
き
や
す
い

服
装
、
筆
記
用
具

※
ス
カ
ー
ト
不
可

協
力
　
青
梅
消
防
署

そ
の
他
　
講
習
修
了
者
に
救
命

技
能
認
定
証
を
後
日
交
付

申
し
込
み
　
電
話
☎
23
・
２
１�

９
１
で
健
康
セ
ン
タ
ー
へ

心
の
サ
イ
ン
に
気
づ
く
こ
と
で
、

心
の
健
康
や
命
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
あ
な
た
に
助
け

ら
れ
る
人
が
き
っ
と
い
ま
す
。

日�

時
　
９
月
４
日
（
火
）　
午

後
２
時
～
４
時

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
「
命

の
門
番
」
と
も
言
わ
れ
、
悩
ん
で

い
る
人
に
気
付
き
、
声
を
掛
け
、

話
を
聴
い
て
必
要
な
支
援
に
つ

な
げ
、
見
守
る
人
の
こ
と
で
す
。

身
近
な
人
の
様
子
を
気
に
か
け
、

ゲ

ー

ト

キ

ー

パ

ー

養

成

講

座

～
悩
ん
で
い
る
方
に
寄
り
添
う
た
め
に

あ
な
た
も
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
～

会�

場
　
市
役
所
２
階
204
会
議
室

内�

容
　
講
義
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

（
傾
聴
の
模
擬
演
習
）
な
ど

講�

師
　
東
京
多
摩
い
の
ち
の
電

話
研
修
委
員
　
重
村
朋
子
氏

定�

員
　
先
着
70
人
（
予
約
制
）

費
用
無
料

申�

し
込
み
　
電
話
☎
23
・
２
１�

９
１
で
健
康
セ
ン
タ
ー
へ

　
ゲ
ー
ム
や
体
操
を
通
し
て
、

健
康
に
関
す
る
知
識
を
楽
し
く

学
び
ま
す
。

　
講
座
は
各
回
内
容
が
異
な
る

の
で
、
各
回
ご
と
の
申
し
込
み

と
な
り
ま
す
。
１
回
の
み
の
参

加
も
、
複
数
回
の
参
加
も
で
き

ま
す
。

日
程
・
内
容
　
下
表
の
と
お
り

時�

間
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場
　
市
役
所
２
階
会
議
室

対
象
　
健
康
に
興
味
の
あ
る
方

講�

師
　
多
摩
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
院
作
業
療
法
学

科
教
員
、
学
生

定�

員
　
各
回
先
着
25
人
（
予
約

制
）

費
用
無
料

日程（全５回） 内容
　９月　１日（土） 若々しくいつまでも～体力づくり～

　９月１５日（土）
話して！動いて！ストレス発散！
～川柳作りと爽快ゲーム～

　９月２２日（土） もの作りと頭の体操～認知症予防～

１０月　６日（土）
回想カルタで楽しもう

～あの頃へタイムスリップ～

１０月１３日（土）
すごろくで認知症予防！？
自宅で活

い

かせるミニゲーム集

作
業
療
法
学
生
に
よ
る 

い
き
い
き
健
康
講
座

服�

装
・
持
ち
物
　
動
き
や
す
い

服
装
、
筆
記
用
具
、
飲
み
物

申�

し
込
み
　
電
話
で
社
会
教
育

課
へ

△

昨
年
の
様
子

募�

集
期
間
　
８
月
31
日
（
金
）

ま
で

対�

象
　
今
年
の
夏
、
市
内
で
み

ど
り
の
カ
ー
テ
ン
を
設
置

す
る
個
人
ま
た
は
団
体

部�

門
▽
個
人
部
門
（
住
宅
）

▽�

団
体
部
門
（
事
業
所
、
小
・

中
学
校
、
幼
稚
園
・
保
育
園
、

施
設
等
）

条�

件
　
育
成
植
物
は
つ
る
性
の

一
年
草
、
設
置
幅
が
1.8
ｍ
以

上
で
あ
る
こ
と

応�

募
方
法
　
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
み
ど
り
の

カ
ー
テ
ン
の
設
置
状
況
が

分
か
る
写
真
を
添
付
の
う

え
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
環
境
政
策
課
（
市
役
所
５

階
）
へ

▽�

郵
送
…
〒
198
―
８
７
０
１
青

梅
市
環
境
政
策
課

▽�

直
接
…
環
境
政
策
課

▽�

電
子
メ
ー
ル
…

d
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※�

メ
ー
ル
は
容
量
を
５
Ｍ
Ｂ
未

満
に
し
、
タ
イ
ト
ル
を
「
み

ど
り
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

応
募
用
紙
は
、
市
役
所
、
各

市
民
セ
ン
タ
ー
、
中
央
図
書�

館
で
配
布
す
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ�

ー
ド
で
き
ま
す
。

応�

募
上
の
注
意
　
写
真

は
正
面
全
景
を
含

め
上
限
３
枚
ま
で

▽
裏
面
に
応
募
者

氏
名
を
記
入
▽
人

物
を
写
さ
な
い
こ

と
▽
応
募
書
類
は

返
却
し
ま
せ
ん
。

審�

査
方
法
　
応
募
書
類

み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に 

参
加
し
ま
せ
ん
か

明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル 作

品
募
集

　
明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
の
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
、
投
票
参
加
を

求
め
る
も
の
、
明
る
い
選
挙

に
関
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応�

募
資
格
　
市
内
在
住
の
小

学
生
～
高
校
生

応�

募
規
格
　
用
紙
…
四
つ
切

り
（
542
㎜
×
382
㎜
）、
八

つ
切
り
（
382
㎜
×
271
㎜
）

▽
画
材
…
自
由
（
紙
や
布

な
ど
、絵
の
具
以
外
も
可
）

応�
募
方
法
　
９
月
７
日
ま
で

に
作
品
裏
の
右
下
に
、
学

校
名
・
学
年
・
氏ふ

り
が
な名
を
記

入
の
う
え
、
次
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
市
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
（
市
役

所
６
階
）
へ

▽�

市
内
小
・
中
学
校
在
学
者

…
学
校
で
申
し
込
み
の
受

け
付
け
を
し
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
学
校

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽�

学
校
受
付
を
し
て
い
な
い

市
内
小
・
中
学
校
在
学

者
、
市
外
小
・
中
学
校
在

学
者
、
高
校
生
…
直
接
同

事
務
局
へ

そ�

の
他
　
著
作
権
は
主
催
者

に
帰
属
し
ま
す
▽
入
選
作

品
は
都
や
全
国
の
審
査
に

提
出
し
、
学
校
名
・
学
年
・

氏
名
を
公
表
し
ま
す
。

☆�

昨
年
の
入
選
作
品
を
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
公

式
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問�
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局

を
も
と
に
作
品
を
審
査
し
、

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
等
を
決

定
し
ま
す
。
結
果
は
、
受
賞

者
に
直
接
連
絡
し
ま
す
。

共�

催
　
青
梅
ガ
ス
（
株
）、
西

東
京
農
業
協
同
組
合

表�

彰
式
　
10
月
20
日
の
青
梅
ガ

ス
お
客
様
感
謝
祭
会
場
で

実
施
予
定
。

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
政
策
課
管

理
係

△昨年度団体部門最優秀賞作品（泉中）

青梅・羽村ピースメッセンジャー広島派遣
　青梅市と羽村市では共同事業として中学生を広島へ派遣し、戦
争の悲惨さや平和の大切さを感じ、主体的に発信できる人材を育
成するため、ピースメッセンジャー事業を実施します。
　青梅市の派遣団員１３人が決まりましたので紹介します。
　派遣団は、８月４日～６日に広島を訪問し、被爆体験者や現地
の中学生との対話や、平和記念式典への参列等に取り組みます。
　訪問後は、報告会を行いますので、ぜひご来場ください。
☆青梅市派遣団員（敬称略）
　福冨絵亜里（一中２年）、渋川満由（二中２年）、酒井弘矢（三
中２年）、伊藤　詩（三中２年）、伊藤紅葉（西中３年）、福岡駿
太（六中１年）、野村紗花（七中２年）、鈴置さくら（霞台中３年）、
佐藤琉生（霞台中１年）、大野舞知子（吹上中３年）、大石麻央　（新
町中２年）、野村彩花（泉中２年）、山口実央（泉中１年）
☆報告会
日時　８月１９日（日）　午後１時３０分～２時３０分
会場　羽村市生涯学習
センターゆとろぎ小
ホール
定員　先着２００人
入場無料
直接会場へ
問い合わせ　市民安全
課市民安全係


